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1  概要 

 近年，自動運転システムの実用化に向けた研究開発や実証実験が活発に行われている．安

全安心なモビリティ社会の実現のためには，自動運転を構成する認識，判断・経路計画，制

御などすべての要素を包括した合理的かつ実行可能な仕様・シナリオ記述方法や検証・テス

ト方法が必須である．

本講演では，自動運転システムの安全性・信頼性を保証するための形式手法及び検証ツー

ルの開発に向けた取り組みについて紹介する．
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1 はじめに
数理的技法は暗号プロトコルやシステムの安全性検証など，情報セキュリティの様々な分野で応用

されている．本発表では，数理的技法による情報セキュリティに関する 2024年度後半&2025年度前
半の研究動向として，2024年 9月から 2025年 8月までに開催されたトップ会議における関連論文
の発表件数や特色，概要について紹介する．さらに，全体を通したトレンドや特に注目されている分
野と論文を紹介する．

2 調査した会議と関連論文の件数
本発表のために調査した会議と関連論文の件数は以下の通りである．なお，関連論文は論文のタイ

トルおよびアブストラクトから抽出している．

2.1 The ACM Conference on Computer and Communications Security (CCS) [6]

セキュリティ 4 大会議の一つ．暗号寄りの理論的な発表と実利用システム対象の実用的な発表が
バランスよく含まれる．形式手法を用いた事例研究が盛ん．2024 年度は 15 件の関連論文が発表さ
れた．

2.2 Symposium on Security and Privacy (S&P) [1]

セキュリティ 4大会議の一つ．理論的・実用的両方の発表が含まれるが，より実用を意識した発表
が多い．数理的技法を用いた事例研究が盛ん．2025年度は 1件の関連論文が発表された．

2.3 USENIX Security [2]

セキュリティ 4大会議の一つ．評価実験による実証を伴う実利用システムの安全性解析に関する発
表が多い．数理的技法分野ではツールに関する発表が多く見られる．2025年度は 7件の関連論文が
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発表された．

2.4 The Network and Distributed System Security Symposium (NDSS) [3]

セキュリティ 4大会議の一つ．特に分散環境下でのシステムなどの安全性解析や安全な開発に関す
る実用的な発表が多い．数理的技法分野の応用は少ない．2025年度の関連論文は 4件であった．

2.5 Computer Security Foundations Symposium (CSF) [4]

数理的技法によるセキュリティを主要なフォーカスの一つとした歴史ある会議．その後の研究に大
きな影響を与えるような理論的な成果が集まる．フレームワークの提案や拡張，性質の証明，理論的
限界の解明などに関する発表が多い．2025年度は 13件の関連論文が発表された．

2.6 International Conference on Computer Aided Verification (CAV) [5]

1980 年代から続く形式検証分野のトップ会議．検証の基礎となる理論から応用までを幅広くカ
バーする．例年セキュリティのセッションもある．2025年度の関連論文は 5件であった．
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